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T-1982の 臨 床 的 検 討

渡辺一功 ・森 健 ・泉 昭 ・椎名和彦

日比野順子 ・浜本恒男 ・池本秀雄

順天堂大学医学部内科学教室

T-1982は β-lactamaseに 安定 な新 しいCephamycin系 抗生剤 である。今 回私 どもは呼吸器感

染症に対す る本剤の臨床効果を検討 した。

1回19,1日2回 の点滴静注(1症 例 はone shot静 注)を 行ない,10症 例中著効3症 例,有

効4症 例,や や有効1症 例,判 定不能2症 例の結果 を得た。

副作用 として は肝機能検査 で1症 例 に一過性 で軽度GOT上 昇をみたのみ で,そ の他 の 血 液 検

査,腎 機能検査の各値 にまった く異常 は認 め られなか った。

T-1982は 今後呼吸器感染症 に対 して有用 な抗生物 質の一つで あると考 えられ る。

T-1982は 富山化学工業(株)および科 研化学(株)で共同 開

発中の新 しい注射用のCephamycin系 抗 生剤で,そ の構

造式はFig.1に 示す ごとくであ る。

T-1982は 各種細菌産生 の β-1actamaseに 安 定 で,グ

ラム陽性菌お よびグラム陰性菌に対 して広範囲な抗 菌 ス

ペクトラムをもち,と くにEnterobacter,Seuuatia marcas-

cms, Proteus, Bacteroidesな どに対 しては従来 のCephem

系抗生剤に比較 してさらに強い抗菌力 を示 し,か つimi一

troよりin vivoの効 果が優れ てい る とい う特徴が ある。

また筋注,静 注 によ って投与量 に比例 した体 液内濃度が

えられ,各 種臓器への移行 も良好 であ るとい う1)。

今回,私 どもは呼吸器感染症 に対 する本剤の臨床効果

を検討 したのでその成績について報告す る。

1.対 象 と 方 法

対象は順天堂大学医学部 内科 および関連病 院に入院 し

た呼吸器感染症患者10症 例であ る。 その内訳 はTable1

に示す。男性7症 例,女 性3症 例,年 齢 は20歳 か ら77歳

にわた り,平 均年齢は55 .3歳 であった。

対象疾患の内訳は肺炎6症 例,気 道感 染症3症 例,急

性扁桃腺炎1症 例の計10症 例 であ る。

起炎菌が推定された症例 は症例10の マ イコプ ラズ マ肺

炎のみで,他 は検索 しえた範 囲内では不明であ った。

Fig. 1 Chemical structure of T-1982

投 与方法は原 則 としてT-1982を1回1g,1日2回,

糖 液または電解 質液100-)200m1に 溶解 し,60～90分 の

点滴 静注法で投与 したが,症 例3の みは1回0.5g,1

日2回 のoneshot静 注法 で投 与 した。 なお本剤投 与中

に増量 または減量 した症例はない。

投与期 間は5日 か ら30日 にわた り,平 均13.2日,投 与

総量 は10～60gに わた り,平 均投与量 は24.6gで あっ

た。

II.効 果 判 定 基 準

効果判定 は以下の5つ の基準 に従 った。

1)著 効(Excellent):T-1982投 与後に す みやかに

起炎菌の消失 と臨床的 な自 ・他覚症状の 改 善 を み た も

の,ま た他剤が無効で本剤の投与 によ り臨床症状の改善

をみた もの,と くに急性感染症では3日 以内に解熱 した

ものを著効 とした。

2)有 効(Good):本 剤 投与中に 自 ・他覚症状が明 ら

か に改善 した もの。

3)や や有効(Fair):本 剤投与中 に 臨床 症状 の 改善

はみ られたが,完 全な寛解 にいた らなか った もの。

4)無 効(Poor):本 剤 投与中に 臨床症状の 改善が み

られなか った もの,あ るいは臨床症状 が増悪 した もの。

5)判 定不能(Notdetermined):本 剤 投 与 中 に 他

剤,と くに抗菌剤,副 腎皮質 ホル モ ン剤 を併用 し た も

の,ま た本剤 の適応疾患 と考 え られ なか った もの。

III.臨 床 成 績

Table1お よびTable2にT-1982の 呼吸器感染症

に対す る臨床成 績を示 す。 臨床 効果判 定が可能 であった

症例 は8症 例 であ る。す なわ ち症例2は 基礎疾患 に高血

圧性心疾 患が あ り,経 過 中にrapid attial fibrillation

を併発(本 剤投 与 とは無関係),心 不全状 態 とな り利尿
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Table 1 Clinical results of T-1982

RTI: Respiratory tract infection

N. D. Not determined

Table 2 Clinical effects of T-1982

RTI: Respiratory tract infection

N. D.: Not determined

剤,副 腎皮質 ホル モン剤を投与,ま た血圧 下降 を認 めた

ため各種薬剤を併用 したので効果判定不能 とした。 しか

し,本 剤投与2日 にて発熱は消失 している。症例10は,

発 熱,咳 噺を主 訴 とした左下葉 の肺炎の症 例であるが,

入 院時の マイコプ ラズ マIHA抗 体価 は4倍 以下,1週

後 が32倍,11日 目に128倍 以上 に上昇 を示 したためマ イ

コプ ラズ マ肺炎 と診 断 し,本 剤 の投 与を中止 しエ リス ロ

マイシン1.29(経 口)に 変更 したため効果判 定不能 と

した。 しか し,臨 床 的には本剤投 与後 は解 熱傾 向がみ ら

れ,胸 部X線 像 の改善,臨 床検査値 の改善はみ られ てい

た。

8症 例の呼吸器感染症に対す る本剤の臨床成績はTa-

ble2に 示す ごとく著効3症 例,有 効4症 例,や や有効

1症 例で あ り,有 効例は8症 例中7症 例,有 効率は87.5

%と 高 く,無 効症例は1症 例 もなか った。 これを疾患別

にみる と肺炎 では マイコプ ラズ マ肺炎1症 例を除 く5症

例 中,著 効1症 例,有 効4症 例,気 道感染症では高血圧

症の1症 例 を除 き,著 効1症 例,や や有効1症 例,急 性

扁桃 腺炎 の1症 例は著効 とい う結果 となる。

IV.副 作 用

本剤投 与によ る注 射時の血管痛,悪 心,嘔 吐,下 痢,

発熱,発 疹 な どの出現 に留意 したが,全 症例にみられな

か った。 また可能 なか ぎ り治療開始時 と治療終了時に

腎,肝,骨 髄機 能に関す る臨床検査を行ない,本 剤の臨

床検 査値 への影響をみ た。Table3に これ らの成績を一

括 して示 す。赤 血球数,ヘ モグロビン値,ヘ マ トクリッ

ト値 の低 下を示 す症 例がみ られ るが,い ずれ も本剤の直

接 の影響 ではな く,入 院前の脱水傾向の改善のためと考

えられ る。症例3の 白血球増多は本症例が基礎疾患に間

質性肺 炎があ り,長 期にわ たる副腎皮質 ホルモン剤の投

与がな されてい るため と考 える。血小板 数は検索しえた

範 囲内では特 記すべ きことはない。

肝機 能検 査では症例5でGOTの 軽度の上昇(19→49

U)を 認め たが一過性 の もので あ り,と くに治療するこ

とな く正 常に復 してい る。 この他の症例では特記すべき

ことはなかった。

腎機 能検 査では特記すべ き異常 はみ られなか った。ま

た検 索 しえた範囲 内ではCoombsテ ス トの陽性例はな

か った。 またAntabuse効 果 を示 した症例は なかった。
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Table 3 Laboratory findings before and after T-1982 therapy

Before

After

V.考 案

T-1982は グラム陽性菌お よびグ ラム陰性菌 に対 して

広い抗菌スペ ク トラムを もち,と くにEntmba`'〃,S.

marcescens, K.pneumoniae, Proteus, Bacteroidesな どの

グラム陰性桿菌 に対 して優 れた抗菌 力 を 示 すCephem

系抗生剤であ り,各 種細菌産生 の β-lactamaseに 対 し

て強い抵抗性を もってい る。

全国集計1)か らみた呼吸器感染症に対す る本剤の臨床

効果は340症 例の うち272症 例 に有 効で,そ の有効率 は

80%と 高 く,そ の内訳 は肺炎81 .9%,肺 化膿症88.2%,

膿胸75.0%,慢 性細気管支炎72.7%,気 管支拡張症75.0

%と 報 告 され ている。私 どもの10症 例 では効果判定可能

の8症 例中著効3症 例,有 効4症 例,や や有効1症 例 で,

8症 例中7症 例が有効以上であ り,そ の有 効率 は87.5%

と高 く,無 効例は1症 例 もな く,全 国集計 と同様 に肺炎

症例に有効で あった。副作用 も1症 例に軽度 のGotの

上昇を認めたのみであ り,本 剤は今後 呼吸器感 染症 に対

して有用なCephem系 抗生剤の1つ とい うことがで き

る。
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CLINICAL STUDIES ON T-1982
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T-1982, a new cephamycin antibiotic stable against /3-lactamase, was administered by intravenous
drip infusion (one case by one shot intravenous injection) to 10 patients with respiratory tract infections.

The clinical effects were excellent in 3 cases, good in 4 cases and fair in 1 case. Two cases were exclud-
ed by reason of unsuitability for T-1982 therapy.

As side effect, slight elevation of transaminase (s-GOT, 19-49) caused by T-1982 administration
was observed in 1 case but any other abnormality was not observed in hematological or urine examina-
tion.

It is considered that T-1982 is a useful antibiotic for respiratory tract infections.


